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１．はじめに 
暗渠排水管の機能の持続性については，従来機能が低減することを是認する形で，特段に管理をすることを技術的に論

じることは少なかったと見られる．一方で暗渠排水管の材質は土管とともに樹脂管の使用が増加しているようである．近

年の施工技術の向上と，材質の劣化が少ない樹脂管を考え合わせると，暗渠管の機能の経年変化に対する維持管理の手段

があれば農地の地下に堆積していく使用済み暗渠管の増加を減らすことで環境面で

源の有効利用にもつながると考えられる．そこで，暗渠排水管を維持管理，更新

の判断をするための方策を暗渠管内に堆積した物質の除去と，除去作業に伴わせ

て可能となる暗渠管の敷設状態の計測を行って，排水機能回復と機能の診断を試

みたので報告するものである．  

の見直しが可能と思われる．また，資

 
２．洗浄ノズルの開発と暗渠管の洗浄 

暗渠管の排水機能の不全をもたらす大きな要因として，暗渠管内の土砂

や化合物などの堆積とみられるので，これらを清掃することによって暗渠管

の長期間の利用も可能となると考え，川崎・多田らは水力推進型の洗浄ノズルの開発を

行ってきた．写真1は首振り型の洗浄ノズルで，先端にはカメラもついている．この水

力による自走ロボットノズルを利用して写真２のように暗渠排水管の出口から噴射する

水流によって洗浄作業を進め，堆積物を洗浄することができた．洗浄の際には写真３の

ように管内に堆積した土砂などの状態，管内に浸入した植物の根などを確認できた．水

田,畑の中には分岐した暗渠管も多く使われ が，首振りノズルはそのような場合も

洗浄ができ，延長距離も100m以上がとれることが実験で得られている．  

写真1 暗渠管用の首振り洗浄ノズルとカメラ 
Photo1 Fexible cleaning nozzle & camera 

ている

自在に 写真2 洗浄作業 
Photo2  Cleaning  of pipes   

３．暗渠管洗浄・管路位置探査システム 

暗渠管の洗浄が終わった段階で管路の敷設状態の経年変化を調べ 

る目的で洗浄ノズルを管内に残した状態で暗渠管の配向に沿って電 

磁探査機を用いて暗渠管の位置を計測した．測定位置を地表面に印し 

た後，この位置に対してGPSを利用した圃場の測量を行って暗渠管 

の現況平面配置と暗渠管敷設高と圃場地盤高を求めることとした 

（写真４）． 

                                                      

写真3 暗渠管内の画像情報 :堆積土砂と植物根 
Photo3 Image processing  :Sedimentation & plant roots 
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４．暗渠管洗浄・探査結果と暗渠排水管の機能 
暗渠排水管の洗浄をすることによって洗浄装置である可動性を与えたノ

ズルにカメラをつけることで，排水機能の状況を映像で確認した．また，ノ

ズルが暗渠管内を推進する状況を探査して管路の敷設状態まで知ることが

できた．管内の土砂の堆積，閉塞する物質，植物の根，管の褶曲状態を圃場

を掘り起こすことなく映像と測量で把握した．暗渠管の経年劣化の有無を図

１(順勾配)のように変化がない状態，図２のように褶曲（不等沈下）を表示

することもでき，営農上，圃場管理の上で有用であることがわかった． 
 
 
 

1 調査結果１:暗渠管の敷設が順勾配の場合     図2 調査結果２:暗渠

洗浄用に開発したカメラ付き洗浄ロボットを使って排水機能の保

ｍ
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Fig. 1  Result 1: Underdrainage pipes with proper incline   Fig 2  Result 2:Und
 
5．おわりに 

暗渠排水管

）の洗浄可能性と，分岐管にも有効なことを試験した。同時に，暗渠管の機能

査とGPSを併用して埋設状態の把握が可能なことも試験した。これらの方法によ

堆積，根の詰まり，管の褶曲(不等沈下)などを明示することも可能となった。 
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